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設計プロセスによる類型化の考え方
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１．設計のプロセス
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目的

性能・機能

設計方針

位置

構造

設備

個々の機能の目的を整理する

機器の設置場所、保管場所
・機能を発揮できる場所
・機能を損なうことがない場所 等
機器の構造
・機能を発揮できる強度
・機能を発揮できる系統構成 等
機器の個数・容量
・機能として十分な個数・容量 等

個々の機器に持たせるべき性能・
機能を整理する

設計の妥当性を確認する（必要に応じて設計にフィードバック）妥当性確認

個々の機器が機能を発揮するため
の設計方針を策定する

設計確定

考慮する設計条件 条文要求を踏まえて、考慮すべき
設計条件を抽出

設計条件として条文要求が
含まれる
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２．設計プロセスの観点からの類型の考え方
A.処理を⾏う機器 C.流路

①化学処理機器
②機械処理機器
③廃棄処理機器
④熱交換器

B.処理を⾏わない機器

E.電源 F.状態監視機器
D.プロセス量管理機器

⑤容器
⑥運搬・製品容器
⑦静置設備
⑧搬送設備
⑨グローブボックス・フード
⑩ポンプ
⑪圧縮機
⑫送排風機

⑯電源

⑬主配管

⑰計測装置
⑱インターロック

⑭主要弁
⑮安全弁・逃がし弁

⑲建物
⑳洞道
㉑⻯巻防護対策設備
㉒排気筒

G.建物・構築物

合計22類型となる
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３．類型による説明（ポンプの例）
②位置・構造・設備を決め
るために考慮すべき設計条
件として、各条文がある

8条 12条 13条 36条 12条 13条 16条 17条 36条 37条 16条 36条
外部
衝撃

溢水
薬品
漏えい

SA
設備

溢水
薬品
漏えい

安有
材料
構造

SA
設備

材料
構造

安重
SA
設備

ポンプA 常設 〇 〇 〇 － － － 〇 〇 － － 〇 －

ポンプB 常設 〇 〇 〇 － － － 〇 〇 － － 〇 －

ポンプC 常設 〇 － － － 〇 〇 〇 〇 － － 〇 －

ポンプD 常設 － － － － － － 〇 〇 － － － －

ポンプE 常設 － － － － － － 〇 〇 － － － －

ポンプF 可搬型 － － － 〇 － － － － 〇 〇 － 〇

ポンプG 可搬型 － － － 〇 － － － － 〇 〇 － 〇

位置 構造 設備

①ポンプの設計として、位置・構造・設備を決める必要がある

③機器により考慮すべき設計条件が異なる。

溢⽔・薬品漏えいに対しては
影響がない場所に設置する
影響がないよう防護をする
のいずれかの措置があり、それぞれ位置
と構造の設計条件になる。

④設計条件を考慮した設計結果となっていることを代表機器で説明
⇒ポンプAとポンプFを代表機器、ポンプCを差分機器
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